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（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上収益 事業利益 営業利益 税引前利益 四半期利益
親会社の

所有者に帰属する
四半期利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第２四半期 550,597 25.4 49,729 239.2 48,127 418.2 47,838 586.1 36,507 754.5 36,499 762.4

2021年３月期第２四半期 439,117 △14.9 14,661 △23.4 9,286 △52.0 6,972 △63.5 4,272 △65.2 4,232 △65.5

基本的１株当たり
四半期利益

希薄化後１株当たり
四半期利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第２四半期 105.49 105.46

2021年３月期第２四半期 12.23 12.23

資産合計 資本合計
親会社の所有者に

帰属する持分
親会社所有者
帰属持分比率

百万円 百万円 百万円 ％

2022年３月期第２四半期 1,157,328 582,441 582,341 50.3

2021年３月期 1,161,314 552,949 550,924 47.4

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 31.00 － 31.00 62.00

2022年３月期 － 31.00

2022年３月期（予想） － 31.00 62.00

（％表示は、対前期増減率）

売上収益 事業利益 営業利益 税引前利益 当期利益
親会社の所有者に
帰属する当期利益

基本的１株当たり
当期利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,130,000 13.5 80,000 29.8 75,000 57.4 72,000 60.2 52,000 67.8 52,000 68.2 150.28

１．2022年３月期第２四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年９月30日）

（注）四半期包括利益合計額　2022年３月期第２四半期　42,228百万円（351.7％）　　　　2021年３月期第２四半期　9,348百万円（100.5％）

      事業利益は、売上収益から売上原価、販売費及び一般管理費を控除して算出しております。

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年３月期２Ｑ 399,634,778株 2021年３月期 399,634,778株

②  期末自己株式数 2022年３月期２Ｑ 53,616,913株 2021年３月期 53,655,825株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期２Ｑ 345,994,816株 2021年３月期２Ｑ 345,957,031株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更

①  ＩＦＲＳにより要求される会計方針の変更：無

②  ①以外の会計方針の変更                ：無

③  会計上の見積りの変更                  ：有

（注）詳細は添付資料15ページ「（５）要約四半期連結財務諸表注記（会計上の見積りの変更）」をご覧ください。

（３）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です。

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている将来の業績に関する見通しは、現時点で入手可能な情報に基づく将来の予測であり、潜在的なリスクや不確定要

素を含んだものです。そのため、実際の業績はさまざまな要素により、記載された見通しと大きくかけ離れた結果となりうることをご承

知おきください。実際の業績に影響を与えうる要素としては、日本および諸外国の経済情勢、市場における新製品・新サービスの開発・

提供と需要動向、価格競争、他社との競合、テクノロジーの変化、為替の変動などが含まれます。なお、業績等に影響を与えうる要素

は、これらに限定されるものではありません。業績予想の前提となる条件等については、添付資料４ページ「１.当四半期決算に関する定

性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

（決算補足説明資料および決算説明会内容の入手方法）

当社は2021年10月29日（金）に決算説明会を開催し、同日に決算説明資料を当社ホームページに掲載しております。


